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▲ 紅ハマグリ ( 東京都 石川謙二氏 寄贈 )

名　　前　野口　与
ともみち

満・ユジンちゃん　１歳 4ヶ月　　

生年月日　平成３０年　１月３０日

ご 両 親　圭介さん、ローラ・ルツさん

　　　　　命を与える神様が必要なものを与えて、そ

れは満ちるほどである事を覚えて名付けま

した。また、半分アメリカ人であるため、

アメリカにいるおじいちゃんの名前にちな

んでユジンを付けました。歩けるようにな

り、それが楽しいようでずっと歩き回って

います。また、兄姉たちの真似をするのも

マイブームです。

お子さんへメッセージ　与満はいつも笑って、手が掛からなくて、

よく寝る子で家族に笑顔を沢山与える存在

です。一緒にいるだけで癒されます。成長

を見るのが楽しみ。愛してるよ！！

～昆布温泉病院

　　　　 託児所～
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貝は古くから人とかかわりがあり、食用として利用
されるだけではなく、装飾品やお金としても利用され
てきました。また、常用漢字にも「貝」の字が使われ
る字体があり、密接な関係にあることが伺えます。 
以前、貝と人のかかわりについて、ハマグリを使っ
た「貝合わせ」について説明しました。貝合わせは、
江戸時代の神経衰弱のようなもので、二枚貝の貝殻両
側に、同様な図柄を描き、様々な絵柄を用意し、その
中から合致するものを探し、遊ぶための遊具でした。
金粉や銀粉を使った高価なものは、嫁入り道具として
使われる場合もありました。
今回、「紅ハマグリ」について紹介します。紅ハマ
グリも貝合わせと同様に、ハマグリの貝殻を使ってお
り、両側の貝殻に図柄が描かれています。紅ハマグリ
は、軟膏などの薬を入れたり、現在で言う口紅に当た
る化粧品を入れるための容器として使われていまし

貝と人とのかかわり

～紅ハマグリ～

た。中でも、口紅を入れるハマグリには、色鮮やかな
花模様が描かれており、図柄を描く際、画材の絵の具
に貝殻を粉砕して作った粉を混ぜることにより粘性を
高め、画材を立体的に盛る手法が流行っていました。
写真は昭和初期の紅ハマグリで、片殻には桜の花、
もう片殻には梅の花が描かれています。二枚貝は、二
枚の貝殻を持ち、同一個体の貝殻でなければ、二枚の
貝殻が合致しない性質があります。これらは、貝殻の
仕組みを上手く利用して作られたもので、貝と人との
かかわりが深いことを象徴する貝細工と言えます。




